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シクラメンの底面給水栽培における

1 鉢物花き生産における底面給水栽培の現状

鉢物花き生産で潅水労力の占める割合は，従来

からのホース潅水の場合に全労力0=30%余を占め

非常に高く，毎日欠かせない作業である。

また，潅水作業は商品の品質を左右する最も重

要な要因でもあり篤農的技術を要した。

そのため，多くの省力的潅水法が今までに検討

されてきたがp 十分な普及をみるに至らなかっ
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いままに今日に至ってしまった。

しかしながら，昭和60年代に入り緩効性肥料の

利用技術 D向上，並びに消費者に渡ってからの管

理。簡便さが認識され始めて普及し，今日多くの

種類で全国的に栽培されるようになった。

表~ 1， 2は1988年に全国花き専技協議会にて

調査された底面給水栽培の実態であり，シクラメ

ンを中心に多くの品目で実施，試行されており，

た。 その方式も C型鋼J 受皿、マットと多様である。

給水ひもを利用した底面給水法は，昭和40年代 岐阜県においては， c型鋼利用による給水方式

後半に岐阜農試(現岐阜農総研〉において開発さ がシグラメンで近年特に普及しており， 1987年で

れた技術で、あるが，当時は効果的に使用できる緩 は全生産量 130%程度であったが) [j_[間部を中心

効性肥料がなく，施肥コントロールが的確に出来 にして急速に増加しており，現在は50，%以上がこ

なかったため，ともすれば生育が軟弱徒長気味に の方式になっているものと思われる。

なりやすく，生産の場で-1.'分この方式が生かせな しかしながら，問題点として依然施肥による失

表-1 底面給水栽培の種類別実施状況(昭和63年度) 全国花き専技協議会

実施
実施県の概況 実施戸数生産鉢数 方式別(延べ実!

種 類 Bリ 栽培栽培鉢 実用 試行 鉢教 実施主要県 用 + 試 行 )
!~数 戸数数(千) 戸数 戸数 (千) (戸数)

シ ク フメ ン 23 1，170 9，585 157 72 1，507 長野、愛知 C鋼 145、受

岐阜、千葉 皿22、マット 23

茨械、香川 C+マット 3、

末分類 38 

エフチオールベコニア 10 202 3，005 18 7 322 千葉、愛知 C14、受 6、

埼玉 マ5

カーネーション 5 ※59 ※535 7 2 40 群馬、埼玉 マ6、C3
ノ、 イ フ 3 ※19 ※ 94 7 25 茨城、埼玉 受3、マ3、Cl

ポインセチア 3 ※24 ※227 4 4 87 京都、埼玉 "75、C3

プ リ ムラ類 3 18 123 2 2 34 群馬、京都 マ3、Cl

セントポーリア 2 12 1，415 12 1，415 岐阜、愛媛 マ11、Cl

ニューギニアインノf 2 ※ ※ 3 23 埼玉、神奈川 C4 

スノfティフィラム 2 4 85 2 30 愛媛、岐阜 C2 

観 葉 2 401 17，032 2 58 愛知、大阪 Cl、サイクル

吸水(プール式)

サイ 不 リア 2 38 231 2 8 奈良、群馬 マ1、Cl

'Il 一 '̂ 占 フ 2 11 ※40 13 東京、山口 受2

グロキシニア 2 11 ※ 2 2 2 山形、香川 C2 

実施県数1県の種類名(内は実用又は試行戸数):ゼラニウム(3)、ラナンキュラス(1)、カランコエ(1)、ベルフラワー(1)、
ノ、イビスカス(2)、トルコギキョウ (1)、アジアンタム(1)、へーベ(1)、ボロニア(1)、ボットマム(1)、ノボタン(1)、コケサン
ゴ(1)、その他(1)。 ※印は集計不能で、確定数でないもの。
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表-2 岐阜県における鉢物の底面給水栽培の現況 1987 

栽培概況 底面 実 施 戸 数 底面給水 サイズ別割合(%) 施 肥 の 方 式

鉢物の種類
戸数 鉢数

給水の
実用 試行

生産鉢数
7号 6号 5号 4号 鉢土 上部 底面 その他

戸 千鉢 方式 戸 戸
(千鉢)

シクラメン 60 702 C鋼 15 5 

11 マット 5 2 

セント
11 1400 マット 11 ポーリア

カランコエ 5 350 マット 5 

ベゴニア l 20 C鋼 1 

スノfティ
1 15 C鋼 1 フィラム

敗があり，省力かつ安定的な施肥方法の確立が求

められている。

2. ひも利用底部給水方式の概要

底面給水の方式には表-1のように各種ある

が，岐阜県においてはC型鋼を利用し，鉢底に埋

め込んだ給水ひもを使う図-1のような方式が大

部分である。

図-1 C型鋼を利用した底面給水裁培方式
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り濯注又は給水樋に流して鉢底より吸い上げる方

法がとられている。

使用栽培鉢はプラスチック製で 3.5号----6号ま

であり， c型鋼わくにはめ込み固定させるように

なっている。

さらに，出荷時には給水ひもをつけたまま専用

の受皿を鉢底に装着して出荷できるので，消費段

階での管理は緩効性肥料を入れておくことによ

り， 1週間に 1度程度受皿に水を補給すれば長期

間観賞することができる。

このような方式がとれるようになって，生産側

の省力化が可能になり，消費側も便利になって，

流通関係者からも評価され始めてきている。

3. 底面給水栽培におけるロング肥料使用がシ

クラメンの生育開花に及ぼす影響

(試験1. 1988年〉

県下の山間部を中心に普及している C型鋼によ

る底面給水栽培で最も問題になっている施肥法を

確立するため，生態特性の異なる 4品種群を用い

排水1fて， ロングの肥効を明らかにし，品種群毎の標準

この方法はC型鋼をベンチ上に置き，その中に

j留めた水を給水ひもを通して，アルコールランプ

の原理で鉢内に水を吸い上げ、させるものである。

施肥法としては，緩効性肥料使用の場合には，

鉢土混和又は鉢底施用であり，液肥では鉢表面よ

施肥法を組み立てる資とする。

(1) 試験方法

所内ビニールノ、ウス内ベンチ上に長さ 4mのC

鋼による底面給水樋を設置し，専用 5号プラスチ

ッグ鉢を用いて，定植時の 7月から試験を開始し

TこO

供試品種群は，普通種ーワカヤマ系(赤)，パ
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ステル種ータス系(ピンク)，ハイドン(ピンク)， 月以降は液肥を鉢表面より潅注した。

F1種ーマノン(ピンク〉の 4品種であり，同一条 生育調節剤については，平年より開花が遅れて

件下にて以後の栽培管理を行った。 いたので，開花促進のため10月26日にベンジルア

試験区の構成は表- 3のとおりである。 デニン75ppm十ジベレリン 1ppm混合液を 1株当

表-3 シクラメン底面給水栽培の試験区の携成(岐阜農総研 1988)

試験区 基肥 追肥濃度

g/鉢 N -P -K (ppm) 基肥はロング140日(14-12-14)

1 。 150-120-360 追肥は大塚ハウス 1号を用い 9月1日か

2 。 50-40-120 ら12月5日までに10-15日間隔で 100mQ

3 2 150-120-360 /鉢を施用(計8回)

4 2 50-40-120 

耕種概要は，生育の揃った 3号ポリ鉢入りの慣

行栽培苗を県内産地より導入し， 7月5日に 5号

鉢に定植して底面給水栽培を行った。

り2~ 3 cc宛生長点に散布した。

(2) 結果の概要

用土は，県内企業で生産され実際に使用されて

いる規格シクラメン専用培土(山土 1:ピートモ

ア.生育は全般に順調であり，葉数40'"'-'50枚，株

の大きさも径30cm程度で， 5号鉢として適当であ

っ7こO

ス1:チップダスト 1)を用いた。 但し，平担地で、の栽培のため高温期に展開した

施肥は前記試験区のとおり，基肥としてロング 葉がやや大きくなり，開花も若干遅れ気味となっ

を鉢底に入れて定植し，花芽形成が確認で、きた 9 た。

表一-4 施肥量と生育・開花

品種 基肥 追肥 葉数葉柄 最大葉
(N 濃度) 長

g ppm 枚 cm cmXcm 

普通 。 150 39 6.3 7.0 6.2 

ワカヤマ 。 50 27 6.0 7.1 6.1 

2 150 52 8.4 10.1 8.6 

2 50 46 9.0 9.8 8.4 

タス系 。 150 32 4.4 5.4 5.1 

パステル 。 50 26 4.8 6.3 5.5 

2 150 45 8.5 9.2 7.9 

2 50 42 9.7 8.8 8.2 

パステル 。 150 36 6.0 7.6 7.1 
ノ、イドン 。 50 32 6.2 7.5 6.9 

2 150 48 9.3 10.0 8.8 

2 50 47 10.0 9.2 9.5 

Fl 。 150 22 4.8 6.8 5.8 
マノン 。 50 19 3.8 6.9 6.0 

2 150 34 7.0 10.8 10.2 

2; 50 36 6.7 10.0 8.7 

*葉数、葉柄長、最大葉、株の大きさは12月5日調査

開花数は各時期の調査日現在の本数

1鉢当たり

株の大きさ 開花数

11.5 11.15 12.5 

cmXcm 本 本 本

24.6 22.6 。。0.3 

23.8 21.4 0.1 1.1 1.8 

34.6 33.0 0.2 0.9 4.4 

33.8 31.2 0.1 0.2 2.5 

19.8 18.0 1.2 2.3 4.6 

18.0 17.4 2.2 2.4 2.9 

31.0 27.4 3.6 4.9 8.5 

32.3 28.7 2.4 3.2 5.6 

23.4 20.8 0.4 0.7 1.6 

23.4 22.2 0.9 1.3 2.1 

35.731.7 0.8 1.0 3.7 

35.0 33.0 0.7 1.7 2.5 

17.6 16.4 。。。
16.0 14.6 。。。
31.2 28.6 0.1 0.3 1.2 

30.7 26.0 。。0.6 
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イ.基肥による差はロングo8と28では歴然と

し， 0 8では 9月以降になって液肥による追肥を

行っても老化株。様を呈し，生育は最後まで追い

つかなかった。

基肥 28では十分な生育を示したが，品種によ

っては葉柄が伸びすぎて株全体がやや軟弱な感を

呈した。

ウ. ~夜肥による追肥は， 150 ppmの高濃度と 50

JJpmの低濃度との差は低温期での施用のためかそ

の差は少なかったが，高濃度で若干生育がよくな

図-2 シクラメンの系統別生体重
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る傾向を示し開花も早まるようであった。

エ.品種群差はp パステル種が良好な生育をし，

開花も早かったのに対し，普通種はこの施肥体系

では生育開花共に遅れ気味であった。

F1種については，入手株が小さかったことか

ら，最後までその差は縮まらず，葉数，株の大き

さ，開花共に劣った。

これは生育の不卜分な苗を直接大きな鉢に植え

かえて多水分状態となったためで，Fl種の生育が

劣ることにはつながらないものと考えられた。

以上， 1988年に行ったロング肥料利用試験につ

いての概要を述べたが，総体的にはロング肥料の

表-5 シクラメン生育調査
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基肥施用によってシクラメンの十分な生育が期待

でき，かつ施肥の省力につながり，開花後におい

てもロングタイプの加減によって，室内で長期間

観賞が可能であることが判明した。

今後は，品種群の生育差を考慮、した 1鉢当りの

施肥量，使用タイプについて検討し，最終的には

全量ロングでの施肥体系を確立する必要がある。

4. 本年度におけるロング肥料試験の経過

(試験2.1989年〉

前年度の結果を踏まえ，品種群として普通種，

Tこ一口

10月現在ではまだ全株開花に

至っていないが，その生育を追

ってみると以下のようである。

本年の定植時における品種群

Fl?ノン

毎の株の揃し、は， 前年の F1種

のような極端な差はなかった

が，タス系パステル種が葉柄

長，株径でやや小さめであった他はよく揃った状

況であった。

定植時における生育調査は表-5の通りであ

る。葉柄長 4~ 5 cm，葉長 3~ 4 cm，葉幅 4~

5.5cm C"、ずれも最大葉〉 であり，株径はタス系

以外は12cm程度，葉数は普通種を除いて15枚程度

であった。

平担地におけるシクラメンの底面給水栽培は，

夏越しが一つのポイントであり，高温時の 8月 9

日調査(表-6)によると，最も気温が高くなる

14時におけるハウス内気温は遮光下(戸外照度の

30%)で十 30C，無遮光下(戸外照度の50%)で

調査日:1989年 6月26日

最 大 葉

口E口3 手重 葉柄長 葉長 葉市冨 株径 葉数

Fl系ロザモンド 4.6cm 3.7cm 5.5cm 12.0cm 14.8キ文

パステル系ハイドン 5.3 3.8 5.4 12.7 15.6 

普通系ワカヤマ・サーモン・ピンク 5.2 3.3 4.1 12.4 19.2 

タス系パステル・ピンク 3.8 3.0 4.2 9.8 15.4 
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表 -6 ハウス内環境調査 調査日:1989年 8月9日天候:晴れ単位:oc 

ハウス内気温

時間 外気温 遮光下 無遮光下 鉢内温度

28.7 

樋内水温

30.0 10 31 34 

12 34 37 

14 35 38 

17 32 32 

注:井水温度19.7
0

C(ホース口吐出時)

38 

39 

43 

33 

31.0 

32.4 

31.4 

31. 9 

33.0 

29.7 

表-7 シクラメン生育調査 調査日:1989年10月四回

最大葉
1=1 
口口 種 葉柄長 葉長 葉幅 株径 葉 数

Fl系ロザモンド 7.0cm 

6.3 

パステル系ハイドン 5.9 

8.0 

普通系ワカヤマ・サーモン・ピンク 6.1 

7.2 

タス系パステル・ピンク 4.8 

5.4cm 

6.2 

5.9 

6.6 

6.2 

6.5 

6.0 

7.0cm 

8.7 

7.9 

8.3 

7.4 

8.8 

8.6 

23.3cm 57.0枚;

28.0 60.7 

24.3 53.7 

27.3 63.0 

24.0 37.0 

27.7 42.7 

22.0 41.7 

7.1 5.9 8.1 26.7 56.3 

各品種とも、上段基肥ロング140日型 19、下段2g。

+ 80C外気温に比べ高くなった。 5. まとめ

同じく鉢内温度は32.40C，樋内水温は33
0
Cで， ロングを使用した底面給水試験は各県で行われ

いずれも外気温350C以下であり，室温より 50C程 ているが必ずしも施肥量は一致しない。これは，

度低く，生育に障害を及ぼすような点は見受けら 目途とする草姿，株の大きさが地域によって異な

れなかった。但し，肥料の溶出量は設定基準より

多くなっていたと考えられる。

次に10月現在の生育調査〈表-7)によれば，

基肥 1[Jは2[Jに比べいずれの品種群においても

株がやや小さく，葉数も若干少なめであった。

しかしながら，中京圏ではしまった株が求めら

れるため，葉は小さくて，薬数の多い方が良品と

されており，いちがし、に 2[Jがすぐれているとは

いえない。

この結果は，今後の開花状況をも加味してみな

いと即断できない。

ることと，培養土自体に差があるkめと思われ

る。

岐阜県の場合，前述の規格培土を用いれば基肥

としてロング140，180日型を品種群に応じて 1'"'-'

2[J施用するのが妥当と考えている。

ロング肥料の利用については，鉢物ではハイド

ランジア，ベゴニア，観葉植物のディフェンパキ

ア，スパティフィラム， ミニアンスリウム，切花

のロックウール栽培(パラ，ガーベラ，シユッコ

ンカスミ等〉で実用的に使用できる見通しを当農

総試で得ており，今後より多くの展開場面が期待

される。


